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' 
は じ め に

我が国においては, リンゴ果実はある程度大きいはうが

高価で販売できるが,果樹試験場盛岡支場のある盛岡市北

部は, リンゴ果実の肥大が劣る傾向がある。その原因を明

らかにするため,果実の肥大に関する生理機構について若

干の試験を実施している。

既に,ある種のサイトカイニン物質にリンゴ果実の肥大

促進効果のあることを認め,更に,その効果は個々の果肉

細胞の肥大促進によるのではなく,分裂の増加によって細

胞数が多くなるためであることを明らかにした。

ここでは,こ のようなホルモン剤の処理を行っていない

普通の果実について,大きさと細胞径との関係がどのよう
になっているのかを調査した。

2試 験 方 法

1986年度に 6年生 `ふ じ'/M9樹の成熟果を用い ,
100′ ～390夕 の大きさの異なる果実 10果 を 3組選んで試

験を行った。各組ごとに, 1果ずつ赤道部の果肉組織をと

り,FAAで固定 したのち,ハ ンドミクロトームを用い
て切片を作製し,果肉細胞の赤道部放射方向の直径を顕微

鏡下で測定した。なお, 1果当たり5切片を供試し, 1切

片当たり10個ずつ細胞の直径を測定した。

3 試験結果と考察

3組の試験結果を表 1～ 3に示した。いずれの場合も,

果重170夕 以上の果実についてみると,重いものほど横径

が大きくなる傾向が認められたが ,果肉細胞の直径には有

意な差異はなく,平均値は255″ m～ 263″ mの範囲に収

まっていた。この結果から,本試験の場合,果実の大きさ

の差異は個々の細胞が肥大するためでなく,細胞の数が増

加することによって主として決定されたと推察される。

リンゴ果実の細胞分裂は満開後約 3週間ではとんど終了

し,その後の果実肥大は個々の細胞の肥大によっていると

いわれている。このことが正しいとすると,本試験の結果

から `お,じ '果実の大きさは生育初期の細胞分裂期にかな

りの部分が決定され,分裂によって細胞数の多くなった果

実はど収穫時期には大きくなることが考えられる。

サイトカイニンについての試験結果でも, `お、じ'は対

照区に比べて約100夕 の果実1巴大効果がみられたが ,細胞
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表2 果重と果肉細胞径の関係 (2)
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表 1 果重と果肉細胞径の関係 (1)

重  量

`夕

)

縦  径
(")

横  径
(昴 )

細 胞 径

389 6

351 8

3186
305 1

285 5

250 5

2H6
176 1

162 1

1073

8 74

8 64

8 26

814
8 28

766
7 26

684
6 70

5 53

974
8 95

881
8 74

8 39

8 24

7 70

7 23

712
6 33

2576a
256 8a

2568a
259 4a

261 7 a

260 2a

2561a
2553a
2278b
2171b

重 量 縦  径
(昴 )

横  径
(昴 )

細 胞 径

382 2

358 9

323 2

3060
2900
249 5

2154

177 6

159 5

1120

8 72

8 39

8 36

8 04

8 25

840
7 54

6 95

6 47

5 69

9 40

9 38

9 00

8 63

8 28

7 28

7 83

714
710
612

259 9a

2541a
2589a
261 l a

256 1 a

2567a
2547a
2563a
2346b
2273b

重  量

`夕

)

縦  径
(“ )

横  径
(昴 )

細 胞 径
G“口)

3799
3429
303 7

302 3

285 5

256 9

204 7

172 3

152 8

1133

803
818
8 09

8 28

7 85

7 39

721
7 32

6 36

5 46

9 46

9 16

8 55

871
8 66

8 32

7 60

7 00

692
6 48

258 3 a

2585a
2571a
2580a
2565a
2576a
263 2a

2567a
2461b
2232C
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の大きさには差異が認められなかった。また,サ イトカイ

ニンの果剣 巳大効果は,果肉細胞の分裂能力の大きい時期 ,

すなわち落花後の早い時期に処理するほど高いことが認め

られた。

これらの結果から, `ふじ'の果実肥大には落花直後の

早い時期の生育が重要であり,この時期に細胞分裂を促進

する栽培条件においては大きな果実が生産されると考えら

れる。細胞分裂を促進する条件としては,花芽の質,貯憲

養分の多少,気温などの気象条件 ,および橘果の早晩など

が考えられ,今後はこれらの諸条件と細胞分裂との関係を

調査する必要がある。ただし,本試験は 1年だけの結果で

あり,細胞径と果実の大きさの関係が,年度が異なる場合

やはかの果樹園でも同様に成立するかどうかについても検

討しなければならない。

特に,生育中～後期の気象条件によっても果実の肥大は

影響を受けることが予測される。そのような場合には,細

胞の大きさに差異力注 じることが推察されるが,異なった

生育条件下における細胞径と果実の大きさの関係を検討す

ることによって,果実肥大の生理機構がさらに解明できる

と考えられる。

なお,160夕 以下の小さい果実では,170夕 以上の果実

の果肉/1E胞に比べて細胞径が有意に小さかった。その理由

として,これらの果実がいわゆるピグミー果であり,細胞

分裂期が終わってからの細胞肥大が劣ったためではないか

と考えられる。

4 ま  と  め

リンゴ `ふ じ'果実について,大きさ別に赤道部の果肉

細胞の直径を比較した。しかし,果重170夕 ～390夕 の範

囲で細胞の直径には有意な差異が認められなかった。この

ことから,大きな果実ほど果肉細胞数が多くなっており,

果実の大きさは主として細胞の数によって決定されたこと

が推察された。
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